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○150周年の記念事業でも、ホンモノに触れるためにたくさんの外部講師の方を
招いて授業を行った。ようこそ先輩、防災講話、さるぼぼ体験、福祉講話、渋草
焼体験等。子どもの心に残る教育活動を推進することができた。
○季節感を味わうことができるように、季節ごとで校内に七夕やハロウィン、お
ひなさまといったコーナーを設置した。また、感性を磨くためのわくわく学びの時
間を位置づけて、創意工夫のある活動を仕組むことで子どもたちに感性の育成
を行った。
▲新しいことに挑戦する。（教員80％、児童94％）児童の憧れとなれるよう、教
員が新しいことに挑戦していく姿を示していく。

○どの学年も、子どもが生き生きと主体的に学んでいて素晴らしい。○教師が押しつけるのではなく、対話の中で意見を出し合い、子ども
たちが一番よい考えを見出していく授業がとても良い。○先生方は、子どもや保護者に丁寧に対応するということを実践していてすごいと
思います。障がいのあるお子さんはもちろん、子ども一人一人に応じた支援・指導をお願いしたい。
▲親の価値観や姿勢も変わってきていて、様々な理由でスキー教室に参加させない家庭もあるが、せっかく高山で育っている子どもたちな
ので、今後も継続して欲しい。▲全国的に自死する子、不登校の子の増加が問題となっている。そうした実態について心配している。

○自然な反応を大切にしながら、相手意識のある対話をすることは生活でも意
識しながら取り組んできた。（児童93％)
○いじめを無くすための指導を繰り返し行うことができた。（教員100％）いじめ
をしていない。（児童96％）前年度からいじめの認知件数は減少している。引き
続き教育相談やアンケート調査をもとに、早期対応・早期解決に努め、いじめゼ
ロの風土を築いていく。
○子どもを大切にしていますか。（保護者98％）一人一人を大切にした指導を今
後も継続していく。
○子ども相談センター、主任児童委員と連携して児童や家庭をサポートするこ
とができた。
▲批判的思考を活性化させる(教員74％)。よりよい人間関係を築く中で、相違
する意見でも仲間に伝えることができる力を培っていくことができようにしていく
指導していく。
▲あいさつ指導を徹底するように継続して職員に指導してきたが、できていない
児童の姿が少なくない。生活における基礎・基本と捉えて指導徹底を図る。
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児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

目を見て元気よくあいさつする（児童・保護者アンケート90%）

いじめゼロを目指す

仲間を認め、思いやる心を育む
②
③ ありがとうの気持ちで掃除をする（児童・教師アンケート90%）

学校運営協議会における主な評価内容

教員アンケート100%を目指す。

○どの教員も切実感のある課題提示を行い、児童の主体的な学びを生み出す
ことができた。（教員97％）
○複線型の学習を位置づけて、個の興味関心に応じた授業を行うことができ
た。（教員90％）
〇昨年の反省より、教科の見方・考え方を明確にして、児童や授業にあった見
方・考え方を提示する授業が展開された。
○対話の視点を明確にして、子どもたちで課題を解決することに力をいれて取
り組むことができた。（教員87％）
○全国学力・学習状況調査では、学力も各質問においても全国平均を上回る
結果となった。
〇まちづくりへ参画するために、6年生の総合的な学習の時間では、市役所こど
も未来部の協力を仰ぎ、取り組むことができた。
▲ＣＲＴの結果から学年の経年変化を分析して、さらなる基礎・基本の定着に注
力する。

児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

教員アンケートを100%にする

さまざまな災害を想定した命を守る訓練を関係機関や地域
の方の協力を得て実施する

自分たちのアイデアを生かした活動をする

教員アンケートを100%にする

自分たちのアイデアを生かした活動をする

児童アンケートを80％にする
教員アンケートを100％にする

教員アンケートを100%にする

令和６年度　高山市立北小学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　前原　雅樹
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り 本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

見方・考え方を働かせる

対話の視点を明確にする

地域の方等を招き、体験活動を充実させる

・季節感を味わう 自分たちのアイデアを生かした活動をする

批判的思考を活性化させる

・個別最適な学びを保障する

教育相談やアンケート調査を実施、問題発生時には、組織を
活用した早期対応・早期解決に努める
未然防止のために、わかる授業づくり、生活習慣の改善など
を行う（児童アンケート80%）

関係機関と連携を図り、個の状況に応じた支援体制の充実
を図る（保護者アンケート100%）
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小集団で納得いくまで対話する

自治力を高める

危機対応力を高める

まちづくりへ参画する

相手意識のある対話をする

・創意工夫、試行錯誤する

・新しいことに挑戦する

・ホンモノに触れる
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切実感ある学習課題を提示する

②
③

基礎・基本を確実に定着させる


